
モビリティの設定

• モビリティコントローラの設定, 1 ページ

• モビリティエージェントの設定, 11 ページ

モビリティコントローラの設定

統合アクセスコントローラの設定

ピアグループ、ピアグループメンバー、ブリッジドメイン ID の作成（CLI）

はじめる前に

•モビリティエージェントでは、モビリティコントローラの IPアドレスだけを設定できます。

•モビリティコントローラでは、各ピアグループメンバーのピアグループおよび IPアドレス
を定義できます。

手順の概要

1. wireless mobility controller
2. wireless mobility controller peer-group SPG1
3. wireless mobility controller peer-group SPG1member ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr
4. wireless mobility controller peer-group SPG1member ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr
5. wireless mobility controller peer-group SPG2
6. wireless mobility controller peer-group SPG2member ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr
7. wireless mobility controller peer-group SPG1bridge-domain-id id
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

デバイスのモビリティコントローラ機能をイネー

ブルにします。このコマンドはスイッチだけに適

wireless mobility controller

例：
Switch(config)# wireless mobility controller

ステップ 1   

用されます。デフォルトのコントローラはモビリ

ティコントローラです。

SPG1という名前のピアグループが作成されます。wireless mobility controller peer-group SPG1

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group SPG1

ステップ 2   

ピアグループにモビリティエージェントを追加し

ます。

10.10.20.2は、モビリティエージェントの
直接 IPアドレスです。NATを使用する場
合、任意のパブリック IPアドレスを使用
して、モビリティエージェントの NATed
アドレスを入力します。NATを使用しな
い場合、パブリック IPアドレスは使用さ
れず、デバイスはモビリティエージェン

トの直接 IPアドレスを表示します。

（注）

wirelessmobility controller peer-group SPG1member
ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group
SPG1 member ip 10.10.20.2 public-ip 10.10.20.2

ステップ 3   

ピアグループSPG1に別のメンバーを追加します。wirelessmobility controller peer-group SPG1member
ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr

ステップ 4   

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group
SPG1 member ip 10.10.20.6 public-ip 10.10.20.6

別のピアグループ SPG2を作成します。wireless mobility controller peer-group SPG2

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group SPG2

ステップ 5   

ピアグループ SPG2にメンバーを追加します。wirelessmobility controller peer-group SPG2member
ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr

ステップ 6   

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group
SPG2 member ip 10.10.10.20 public-ip 10.10.10.20
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目的コマンドまたはアクション

（任意）他の SPGでサブネット VLANマッピング
を定義するために使用される SPG1にブリッジド
メインを追加します。

wireless mobility controller peer-group
SPG1bridge-domain-id id

例：
Switch(config)# wireless mobility controller
peer-group
SPG1 bridge-domain-id 54

ステップ 7   

次に、ピアグループを作成し、メンバーを追加する例を示します。

Switch(config)# wireless mobility controller
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG1
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG1
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG1 member ip 10.10.20.2 public-ip
10.10.20.2
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG1 member ip 10.10.20.6 public-ip
10.10.20.6
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG2
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG2 member ip 10.10.10.20 public-ip
10.10.10.20
Switch(config)# wireless mobility controller peer-group SPG1 bridge-domain-id 54

ピアグループ、ピアグループメンバー、ブリッジドメイン ID の作成（GUI）

はじめる前に

•デバイスがモビリティコントローラ状態にあることを確認します。

•モビリティエージェントでは、モビリティコントローラの IPアドレスだけを設定できます。

•モビリティコントローラでは、各ピアグループメンバーのピアグループおよび IPアドレス
を定義できます。

ステップ 1 [Controller] > [Mobility Management] > [Switch Peer Group]と選択します。
[Mobility Switch Peer Groups]ページが表示されます。

ステップ 2 [New]をクリックします。
ステップ 3 次の詳細を入力します。

a) スイッチピアグループ名
b) ブリッジドメイン ID
c) Multicast IP Address

ステップ 4 [Apply]をクリックします。
ステップ 5 [Save Configuration]をクリックします。
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ローカルモビリティグループの設定（CLI）
モビリティグループがMCのグループである場合の、ワイヤレスモビリティグループとモビリ
ティグループメンバーの設定。

はじめる前に

MCは 1つのグループだけに所属できますが、複数のモビリティグループ内のMCを認識できま
す。

手順の概要

1. wireless mobility group name group-name
2. wireless mobility group member ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr
3. wireless mobility group keepalive interval time-in-seconds
4. wireless mobility group keepalive count count

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Mygroupという名前のモビリティグループを作成
します。

wireless mobility group name group-name

例：
Switch(config)# wireless mobility group name
Mygroup

ステップ 1   

Mygroupモビリティグループにモビリティコント
ローラを追加します。

wireless mobility group member ip
member-ip-addrpublic-ip public-ip-addr

例：
Switch(config)# wireless mobility group member
ip 10.10.34.10 public-ip 10.10.34.28

ステップ 2   

NATを使用する場合、任意のパブリック
IPアドレスを使用して、モビリティコン
トローラの NATed IPアドレスを入力し
ます。

（注）

モビリティメンバーに送信される 2つのキープア
ライブの間隔を設定します。

wireless mobility group keepalive interval
time-in-seconds

例：
Switch(config)# wireless mobility group
keepalive interval 5

ステップ 3   

メンバーステータスがダウン状態に移行するまで

のキープアライブ再試行回数を入力します。

wireless mobility group keepalive count count

例：
Switch(config)# wireless mobility group
keepalive count 3

ステップ 4   
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Switch(config)# wireless mobility group name Mygroup
Switch(config)# wireless mobility group member ip 10.10.34.10 public-ip 10.10.34.28
Switch(config)# wireless mobility group keepalive interval 5
Switch(config)# wireless mobility group keepalive count 3

ローカルモビリティグループの設定（GUI）

はじめる前に

モビリティコントローラは 1つのグループだけに所属できますが、複数のモビリティグループ内
のモビリティコントローラを認識できます。

ステップ 1 [Controller] > [Mobility Management] > [Mobility Global Config]と選択します。
[Mobility Controller Configuration]ページが表示されます。

ステップ 2 次の詳細を入力します。

a) Mobility Group Name
b) モビリティキープアライブインターバル
c) モビリティキープアライブカウント
d) マルチキャスト IPアドレス（マルチキャストモードをイネーブルにして、モビリティメンバーにモ
バイル通知メッセージを送信する場合）

マルチキャスト IPアドレスをイネーブルにしないと、デバイスはユニキャストモードを使
用してモバイル通知メッセージを送信します。

（注）

ステップ 3 [Apply]をクリックします。
ステップ 4 [Save Configuration]をクリックします。

ピアモビリティグループの追加（CLI）

はじめる前に

MCは 1つのグループだけに所属しますが、複数のグループ内のMCを認識できます。

手順の概要

1. wireless mobility group member ip member-ip-addrpublic-ip public-ip-addrgroup group-name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Mygroup以外のグループにメンバーを
ピアMCとして追加します。

wireless mobility group member ip member-ip-addrpublic-ip
public-ip-addrgroup group-name

例：
Switch(config)# wireless mobility group member ip
10.10.10.24 public-ip 10.10.10.25 group Group2

ステップ 1   

ピアモビリティグループの追加（GUI）

はじめる前に

モビリティコントローラは 1つのグループだけに所属しますが、複数のモビリティグループを認
識できます。

ステップ 1 [Controller] > [Mobility Management] > [Mobility Peer]と選択します。
[Mobility Peer]ページが表示されます。

ステップ 2 [New]をクリックします。
ステップ 3 次の詳細を入力します。

a) モビリティメンバー IP
b) モビリティメンバーのパブリック IP
c) モビリティメンバーのグループ名
d) Multicast IP Address

ステップ 4 [Apply]をクリックします。
ステップ 5 [Save Configuration]をクリックします。

ローミング動作のオプションパラメータの設定

この設定により、スティッキアンカーをディセーブルにします。必要に応じ、このコマンドは、

ターゲット SSIDにローミングが必要なすべてのMAとMCとの間で使用できます。

手順の概要

1. wlan open21
2. no mobility anchor sticky
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

WLANを設定します。wlan open21

例：

Switch(config)# wlan open20

ステップ 1   

デフォルトのスティッキモビリティアンカー

をディセーブルにします。

no mobility anchor sticky

例：

Switch(config-wlan)# no mobility anchor sticky

ステップ 2   

Switch(config)# wlan open20
Switch(config-wlan)# no mobility anchor sticky

モビリティコントローラの Mobility Oracle への指定（CLI）

はじめる前に

既知のモビリティコントローラ上でMobility Oracleを設定できます。

手順の概要

1. wireless mobility group member ip member-ip-addrgroup group-name
2. wireless mobility oracle ip oracle-ip-addr

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

MCを作成してモビリティグループに追
加します。

wireless mobility group member ip member-ip-addrgroup
group-name

例：
Switch(config)# wireless mobility group member ip
10.10.10.10 group Group3

ステップ 1   

Mobility Oracleとしてモビリティコント
ローラを設定します。

wireless mobility oracle ip oracle-ip-addr

例：
Switch(config)# wireless mobility oracle ip
10.10.10.10

ステップ 2   
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Switch(config)# wireless mobility group member ip 10.10.10.10 group Group3
Switch(config)# wireless mobility oracle ip 10.10.10.10

モビリティコントローラの Mobility Oracle への指定（GUI）

はじめる前に

既知のモビリティコントローラ上でMobility Oracleを設定できます。

ステップ 1 [Controller] > [Mobility Management] > [Mobility Global Config]と選択します。
[Mobility Controller Configuration]ページが表示されます。

ステップ 2 Mobility Oracleの IPアドレスを入力します。
モビリティコントローラ自体をMobility Oracleにするには、[Mobility Oracle Enabled]チェック
ボックスを選択します。

（注）

ステップ 3 [Apply]をクリックします。
ステップ 4 [Save Configuration]をクリックします。

ゲストコントローラの設定

ゲストコントローラは、クライアントトラフィックを非武装地帯（DMZ）のゲストアンカーコ
ントローラへトンネル経由で送信する場合に使用されます。ゲストクライアントはWeb認証プロ
セスを通過します。Web認証プロセスは任意です。ゲストは認証なしでトラフィックを渡すこと
もできます。

ゲストクライアントがゲストコントローラのモビリティアンカーアドレスと接続するモビリティ

エージェントのWLANをイネーブルにします。

Cisco 5500シリーズWLC、Cisco WiSM2、Cisco 5700シリーズWLCなどのゲストコントローラ
WANで、独自の IPアドレスとしてモビリティアンカーの IPアドレスを設定します。これによ
り、トラフィックはモビリティエージェントからゲストコントローラへトンネル経由で送信され

ます。

Cisco 5700シリーズWLCをゲストアンカーコントローラとして、また Cisco 5500シリーズ
WLCまたは Cisco WiSM2をエクスポートまたは外部コントローラとした場合、Cisco 5700シ
リーズWLCではユーザごとのゲストユーザロールはサポートされていません。

（注）
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手順の概要

1. wlan wlan-id
2. mobility anchor guest-anchor-ip-addr
3. client vlan vlan-name
4. security open

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クライアントのWLANを作成します。wlan wlan-id

例：
Switch(config)# wlan Mywlan1

ステップ 1   

MAでゲストアンカー（GA）の IPアドレスをイネーブル
にします。

モビリティコントローラでゲストアンカーをイ

ネーブルにする場合、IPアドレスを入力する必
要はありません。WLANコンフィギュレーショ
ンモードで mobility anchorコマンドを入力し
て、モビリティコントローラの GAをイネーブ
ルにします。

（注）

mobility anchor guest-anchor-ip-addr

例：
Switch(config-wlan)# mobility anchor
10.10.10.2

ステップ 2   

クライアントのWLANに VLANを割り当てます。client vlan vlan-name

例：
Switch(config-wlan)# client vlan
gc_ga_vlan1

ステップ 3   

WLANにセキュリティタイプを割り当てます。security open

例：
Switch(config-wlan)# security open

ステップ 4   

Switch(config)# wlan Mywlan1
Switch(config-wlan)# mobility anchor 10.10.10.2
Switch(config-wlan)# client vlan gc_ga_vlan1
Switch(config-wlan)# security open
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ゲストアンカーの設定

手順の概要

1. wlanMywlan1
2. mobility anchor <guest-anchors-own-ip-address>
3. client vlan<vlan-name>
4. security open

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クライアントのWLANを作成します。wlanMywlan1

例：
Switch(config)# wlan Mywlan1

ステップ 1   

ゲストアンカー（GA）のゲストアンカー IPア
ドレスをイネーブルにします。GAは自身のアド
レスを割り当てます。

mobility anchor <guest-anchors-own-ip-address>

例：
Switch(config-wlan)# mobility anchor
10.10.10.2

ステップ 2   

クライアントのWLANに VLANを割り当てま
す。

client vlan<vlan-name>

例：
Switch(config-wlan)# client vlan gc_ga_vlan1

ステップ 3   

WLANにセキュリティタイプを割り当てます。security open

例：
Switch(config-wlan)# security open

ステップ 4   

Switch(config)# wlan Mywlan1
Switch(config-wlan)# mobility anchor 10.10.10.2
Switch(config-wlan)# client vlan gc_ga_vlan1
Switch(config-wlan)# security open
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モビリティエージェントの設定

モビリティコントローラの指定によるモビリティエージェントの設

定（CLI）

はじめる前に

•デフォルトでは、スイッチはモバイルエージェントとして設定されます。

•ネットワークには少なくとも1台のモビリティコントローラがあり、モビリティコントロー
ラとのネットワーク接続が動作している必要があります。

•モビリティエージェントからはモビリティを設定できません。モビリティエージェントで
は、SPGコンフィギュレーションをダウンロードするモビリティコントローラの IPアドレ
スだけを設定できます。

•モビリティエージェントでは、外部モビリティエージェントを指定するようにモビリティ
コントローラアドレスを設定するか、モビリティコントローラ機能をイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. wireless management interface vlan 21

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Switch# configure terminal

ステップ 1   

デバイスのワイヤレス機能をイネーブルにし、モビリ

ティエージェント機能をアクティブ化します。これに

wireless management interface vlan 21

例：
Switch (config)# wireless management
interface vlan 21

ステップ 2   

より、APがCAPWAPトンネルを終端する場所を確保で
きます。

次に、モビリティコントローラを指定して、モビリティグループにモビリティエージェントを

追加する例を示します。

Switch(config)# wireless management interface vlan 21
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モビリティコントローラの指定によるモビリティエージェントの設

定（GUI）

はじめる前に

•デフォルトでは、スイッチはモバイルエージェントとして設定されます。

•ネットワークには少なくとも1台のモビリティコントローラがあり、モビリティコントロー
ラとのネットワーク接続が動作している必要があります。

•モビリティエージェントからはモビリティを設定できません。モビリティエージェントで
は、SPGコンフィギュレーションをダウンロードするモビリティコントローラの IPアドレ
スだけを設定できます。

•モビリティエージェントでは、外部モビリティエージェントを指定するようにモビリティ
コントローラアドレスを設定するか、モビリティコントローラ機能をイネーブルにします。

ステップ 1 [Configuration] > [Controller] > [Mobility Management] > [Mobility Global Config]と選択します。
[Mobility Controller Configuration]ページが表示されます。

ステップ 2 [Mobility Role]ドロップダウンリストから [Mobility Agent]を選択します。
ステップ 3 [Mobility Controller IP Address]にモビリティコントローラの IPアドレスを入力します。
ステップ 4 [Apply]をクリックします。
ステップ 5 [Save Configuration]をクリックします。
ステップ 6 デバイスをリブートします。

モビリティエージェントのモビリティコントローラの設定（CLI）

手順の概要

1. wireless mobility controller
2. wireless mobility controller ip ip-addr
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

スイッチでモビリティ機能をイネーブルにします。wireless mobility controller

例：
Switch (config)# wireless mobility
controller

ステップ 1   

このコマンドの入力後、設定を保存してスイッチ

をリブートし、モビリティコントローラ機能を有

効にします。

（注）

Mobility role changed to Mobility
Controller.
Please save config and reboot the whole
stack.

モバイルエージェントに関連するモビリティコントローラ

を指定します。

wireless mobility controller ip ip-addr

例：
Switch (config)# wireless mobility
controller ip 10.10.21.3

ステップ 2   

モバイルエージェントが設定され、モビリティコ

ントローラが別のデバイスにある場合、モビリティ

コントローラのSPGを設定して、モビリティエー
ジェントが正しく機能するようにします。

（注）

次の作業

モビリティエージェントにモビリティコントローラのロールを追加したら、モビリティエージェ

ントに任意のパラメータを設定できます。

モビリティエージェントへのモビリティコントローラロールの追加

手順の概要

1. wireless mobility controller ip 10.10.21.3

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

モビリティエージェントをモビリティコン

トローラに変換します。

wireless mobility controller ip 10.10.21.3

例：
Switch(config)# wireless mobility controller ip
10.10.21.3

ステップ 1   
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次に、モビリティエージェントにモビリティコントローラロールを追加する例を示します。

Switch(config)# wireless mobility controller ip 10.10.21.3
Mobility role changed to Mobility Controller.
Please save config and reboot the whole stack.

モビリティエージェントのオプションパラメータの設定（CLI）
ここでは、スイッチのロードバランシングを設定する方法を示します。

•デフォルトでは、ロードバランシングはイネーブルにされており、ディセーブルにはできません。

•スイッチは最大 2000のクライアントをサポートし、デフォルト値はクライアントの最大負荷の 50 %です。

•スイッチがしきい値に達すると、同じ SPG内のより負荷が低いモビリティエージェントに新しいクライアントの
負荷を再配信します。

手順の概要

1. wireless mobility load-balance threshold threshold-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ロードバランシングをトリガーするしき

い値を設定します。

wireless mobility load-balance threshold threshold-value

例：
Switch(config)# wireless mobility load-balance
threshold 150

ステップ 1   

統合プラットフォーム構成ガイド、Cisco IOS XE 3.6E（Catalyst 3850 スイッチ）
14

モビリティの設定

モビリティエージェントのオプションパラメータの設定（CLI）
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